
商工会議所婚活事業  
実施状況調査（平成２６年度分・確定版） 

 

平成２８年３月１０日 

日本商工会議所  

Copyright 2010 The Japan Chamber of Commerce and Industry. All rights reserved. 

実施商工会議所数、開催回数ともに最多 
 
全国１７０か所で１，３００超のカップル誕生へ 



１．調査概要 
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１．調査目的 

少子化対策や地域活性化等の観点から、各地商工会議所が取り組む
「婚活事業（出会いの場創出事業）」について、実施状況等を調査し、
調査結果を各地商工会議所等に情報提供することを目的とする。各地
商工会議所が少子化対策や地域活性化、商工会議所活動のＰＲ等にお
いて、新たな事業展開を検討するうえでの参考資料としてご活用いた
だく。 

２．調査期間 平成２７年１０月１９日～平成２８年３月４日 

３．調査対象 全国５１４商工会議所 

４．回答商工会議所数 ３８２商工会議所（回答率：７４．３％） 

５．調査方法 イントラネットによる調査 

６．調査内容 婚活事業の平成２６年度実施状況など 

※ 本調査は、平成２１年度以降、今回で７度目の実施。平成２１年度には、平成１９、２０年度に実施された事業 

  実績、２２年度以降は、前年度の実施状況および調査年度の実施予定を調査している。 

※「婚活事業」とは、独身の男女を対象に、出会いの場を提供することを目的とした交流会・街コン（地域の飲食店 

  等と協力し、出会いの場の提供に加え、飲食店等の販売促進、地域の活性化を目的に開催される大規模な交流会）等を 

  開催する事業。 



２．集計結果概要 
  

 ○婚活事業の実施商工会議所数、開催回数ともに過去最高を記録 
   平成２６年度に婚活事業を実施した商工会議所は、回答のあった３８２商工会議所のうち、１７０ 
  か所（実施率４４.５％）、事業実施回数は延べ２８８回であった。実施商工会議所数および開催回 
  数は過去最高となった。 

   事業内容（種類）ごとの実施割合は、「お見合いパーティー」が１２０回で全体の４１．７％と最 

  も多く、次いで「交流イベント」（９７回、３３．７％）、「街コン」（４５回、１５．６％）と 

  なっている。 
   参加者数は、男性が延べ１０，４１４人（１回平均３６．２人）、女性が延べ９，７６９人（１回 

  平均３３．９人）であった。平成２５年度と比較して、男女とも参加者数、１回あたりの平均参加者 
  数が減少しているが、参加者を少人数に限定し、交流に重点を置くなど、事業の質を重視する傾向が 
  強くなっている。 
 

 ○１，３７３組のカップルが成立、１回あたり平均約５組のカップルが誕生 

   商工会議所の婚活事業を通じて１，３７３組のカップルが成立、１回の事業あたりでは平均４．８ 
  組のカップルが誕生。結婚に至ったカップル数は、４５組であった。 
 
 ○事業実施の目的は「地域経済の活性化」「少子化対策」 
   婚活事業を実施する目的は、「地域経済の活性化」が最も多い。次いで「少子化対策」「会員企業 
  へのサービス向上」と続き、昨年度調査と同様の傾向である。 
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３．婚活事業の実施商工会議所数および開催回数の推移 
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○平成２６年度に婚活事業を実施した商工会議所は、回答のあった３８２商工会議所のうち 

 １７０か所（実施率４４.５％）、事業実施回数は延べ２８８回となった。 

※ ｎ＝３０１か所（１９、２０年度）、２７５か所（２１年度）、３４８か所（２２年度）、３６４か所（２３年度）、３８７か所（２４年度）、３８２か所（２５年度）、 

  ３８２か所（２６年度） 。 

（か所、回数） 



４．事業実施の目的 
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○婚活事業を実施する目的は、「出会いの場の提供を通じて、地域経済の活性化を促すこと」
（１４１か所）が最も多い。次いで「少子化対策（人口減少や高齢化への対策）の一環とし
て貢献すること」（１２１か所）、「会員企業へのサービス向上（後継者問題の解決、福利
厚生制度の充実など）を図ること」（６８か所）、「商工会議所活動のＰＲを図ること」
（４１か所）の順で、昨年度調査と同様の傾向である。 

※ ｎ＝１７０か所。複数回答。 

※ 選択肢 

 「少子化対策」：少子化対策（人口減少や高齢化への対策）の一環として貢献すること。 

 「地域活性化」：出会いの場の提供を通じて、地域経済の活性化を促すこと。 

 「サービス」：会員企業へのサービス向上（後継者問題の解決、福利厚生制度の充実等）を図ること。 

 「ＰＲ」：商工会議所活動のＰＲを図ること。 

※ 「その他」では、 「会員企業（飲食店等）のＰＲ」「交流人口の
拡大」「中心市街地の活性化」「定住化の促進」などが挙げられ
た。 
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５.事業内容（種類）ごとの実施回数・割合 
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○平成２６年度に１商工会議所あたりで実施した婚活事業は年間１～３回が多かったが、な
かには２０回行ったところもあった。 

○事業内容（種類）ごとの実施回数・割合は、「お見合いパーティー」が１２０回で全体の 

 ４１．７％と最も多く、次いで「交流イベント」（９７回、 ３３．７％）、「街コン」（４５回、 

 １５．６％）となっている。 

○お見合い形式やイベントを通じた、参加者間の交流に重きを置いていることの表れとみられる。 

  

 

※ ｎ＝２８８回。 

※ 選択肢 （本調査では、婚活事業に関する用語については、以下の定義で使用。） 
 「婚活事業」： 独身の男女を対象に、出会いの場を提供することを目的としたパーティー・イベント・街コンなどを開催する事業。 
 「お見合いパーティー」： ホテル・レストラン等の会場を貸切り、パーティーを開催するなど、男女の「出会いの場の提供」に重点を置いた婚活事業。 
 「交流イベント」： お菓子作り教室や、地域の特徴や観光資源を活用した観光バス・ツアーなど、出会いの場の提供に加え、「体験型のイベント」を交えた 

                婚活事業。 
 「街コン」： 地域の飲食店等と協力し、出会いの場の提供に加え、飲食店等の販売促進など、「地域経済の活性化」を目的とした婚活事業。 



６．参加者数の推移 
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○平成２６年度に全国の商工会議所において実施された婚活事業への参加者数は、男性が延べ 

 １０，４１４人（１回平均３６．２人）、女性が延べ９，７６９人（１回平均３３．９人）、 

 男女合計２０，１８３人。男性に比べ、女性の参加者が少ない傾向は変わっていない。 

※ ｎ＝２７回（１９年度）、５３回（２０年度）、７６回（２１年度）、１４８回（２２年度）、２３７回（２３年度）、２７７回（２４年度）、２７６回（２５年度）、２８８回（２６年度）。 

（延べ人数） （一回平均人数） 
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７．カップル成立・結婚数 
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○平成２６年度の婚活事業において、１，３７３組のカップルが成立した（１回あたりでは
平均４．８組）。そのうち、結婚に至ったカップル数は、４５組であった。 

○カップルの成立に向け、参加者全員が交流・会話ができる仕組み・機会を設ける、進行役
や係員がキューピット役や世話役を務める、コミュニケーション能力の向上を目的に事
前に参加者向け説明会やセミナー等を開催するなど、昨年度調査と同様、参加者への配 

 慮が多数見られた。 

○なお、事業実施後のフォローアップ調査の実施率は２１％であり、また、参加者の多い 

 大規模な街コンなど、最終的なカップルのマッチングまで行わない事業もあることから、
商工会議所で把握していないカップルの誕生や結婚があると推測される。  

※ ｎ＝２８８回。 

※ 「カップル成立数」および「そのうち、結婚に至ったカップル数」については、事業当日の成立状況やその後のフォローアップ調査 

  （「１１．フォローアップ調査」参照、実施率２１％）および参加者からの報告等により把握できた数値であり、その後の進展 状況等をすべて 

 考慮したものではない。 

カップル成立数 １，３７３組 

１回あたりの成立数（平均）   ４．８組 

うち結婚数    ４５組 



８．参加者からの評価 
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○事業に対する参加者からの評価が「好評」だったとする商工会議所が８８．９％を占め、参加
者の満足度が高いことがうかがえる。一方、事業に対する参加者からの評価が「不評」「不
明」とする商工会議所は１１．１％であった。 

○好評の理由としては、イベントの「企画内容」への評価に続き、「商工会議所が実施することによ
る安心感・信頼性」が上位に挙げられた。 

※ｎ＝１２６か所。 

※ 全体として「好評」としながらも、 「ゆっく 

  りと会話をする時間が少なかった」「参加 

  者が多すぎて、異性全員と会話をするこ 

  とができなかった」などを「不評」理由とし 

  て挙げた回答もあった。 ※ｎ＝１２６か所。３つまで複数回答。 

（か所） 



９．事業成果（商工会議所の自己評価） 
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○事業成果については、「事業を通じてカップルが成立した」（少子化対策への効果）が
最も多く、次いで「会場に地域の店舗や商店街が利用され、経済効果につながった」
（地域活性化への効果）、「一般の方からの事業に対する問い合わせ件数が増えた」（商工
会議所活動のＰＲ効果）が挙げられた。 

※ ｎ＝１０５か所。複数回答。 

※ ｢その他」では、「商工会議所の認知度が向上した」「役員による運営で、役員間の親睦・結束が深まり、商工会議所への帰属意識も高まった」などが挙げら 

 れた。 

（か所） 



10．事業実施上の問題点・課題等 
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○事業実施上の問題点・課題等については「参加人数を増やす方法、効果的な募集方法」が
最も多く、 「男女の人数バランスを取る方法」に続き、「参加者のニーズに合致した事業の企
画・実施」「フォローアップ調査の実施方法」などの回答が多く挙げられた。 

 様々な課題に直面しながら事業を実施していることがうかがわれる。 

※ ｎ＝１２８か所。３つまで複数回答。 

※ 「その他」では、 「女性の参加者を集めるのに苦労している」 「会員事業所に限定せず、不特定多数の参加になっている」「身分証明を自己申告にしているため 

 既婚者が紛れてしまう恐れがある」などが挙げられた。 

（か所） 



11.フォローアップ調査 
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○事業実施後のフォローアップ調査に関して、調査を実施していると回答した商工会議 

 所は２１％で、その後の動向の把握が難しいことがうかがわれる。 

※ ｎ＝１７０か所。 

※ フォローアップ調査：事業終了後、参加者の動向を調査し、カップルや結婚が成立したかを把握する。 
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12.事例紹介（１） 
■ お見合いパーティー ■ 
 室蘭商工会議所（北海道） 

「業種限定 婚活クリスマスパーティー」 

 開 催 日：平成２６年１２月２０日 
 参加者数：男性２７名、女性１６名 
 対   象：２０～４５歳の独身男女。同所会員のうち、男性は 
      製造業系、女性は医療業系に限定。 
 特  徴：過去の傾向を考慮し、婚活ニーズの高い業種に絞っ 
      て開催。同所の婚活事業は平成２３年度にスタート 
      した。 
 内  容：パーティーでは、男性が５分ごとにブースを順次移 
      動していく「男女対面トークタイム」と、立食形式 
      の「フリータイム」を設けた。最後に、男女それぞ 
      れが気に入った相手の番号を書き投票、その場で集 
      計し、結果を発表。トークタイム時に男女３対３の 
      対面交流による話しやすい環境をつくったり、事前 
      に参加者プロフィールを配布するなど工夫した。 
 

  

 。 
 
 
 
 
 
 
 

■ 交流イベント ■ 
 柏崎商工会議所（新潟県） 

「かしわざきめぐりあい事業  
冬の婚活パーティー」 

 開 催 日：平成２７年３月２１日 
 参加者数：男性１２名、女性１２名 
 対  象：独身男女。男性２５～４５歳、女性２３～４５歳。 
 特  徴：かしわざきめぐりあい事業の婚活イベントをきっか 
      けにしたカップルの結婚をお祝いするとともに、柏 
      崎市内への定住を図ることを目的としたお祝い制度 
      「しあわせ福袋」を用意。 
      同所から結婚お祝い金(１万円)、柏崎農業協同組合 
      から米一俵（６０kg）のほか、協賛企業による特典 
      がある。 
 内  容：実力に差の出にくいスポーツイベントとして、「ス 
      ポーツ鬼ごっこ」を近隣の体育館を貸し切って開催。 
      終了後は、別会場で鍋を囲んでの「鍋パーティー」 
      へ移行した。参加者の過去の経験（部活など）から、 
      得手不得手がでないような内容にし、鍋パーティー 
      後、二次会をセッティングするなど話足りない人へ 
      も配慮した。 
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12.事例紹介（２） 

■ 交流イベント ■ 
 萩商工会議所（山口県） 

「『ご縁満開 ここからはじまる出会いの物語』 
萩商工会議所 出会いの場創出事業・料理教室」 

 開 催 日：平成２７年２月７日 
 参加者数：男性１０名、女性１０名 
 対   象 ：２０～４０歳の独身男女。 
 特  徴：地域が誇る道の駅を舞台に、共同作業を通じて交流 
      を深めた。 
 内  容：漁港直結の道の駅として、新鮮な海産物を販売する 
      ことで有名な「萩しーまーと」で、鮮魚を調理し刺 
      身にする料理教室を開催。各参加者が自己紹介をし 
      た後３グループに分かれ、館内にある鮮魚販売所で 
      鮮魚を購入した。グループで調理しながら交流を図 
      り、刺身（舟盛り）を完成。館内にある飲食店に会 
      場を移し、刺身を食べながら交流会を開催した。 
 
 

  

  
 
 
 
 

■ 街コン ■ 
 太田商工会議所（群馬県） 

「フェスタｉｎオオタ事業 おおたｄｅマチノミ１０００ 」 
 

 開 催 日：平成２６年１０月４日 
 参加者数：男性５３１名、女性５４１名 
 対   象 ：２０～５０歳の独身男女。同性同士２人または３人 
      での申し込み。 
 特  徴：集客面でも参加店舗数においても、地域を挙げた取 
      り組みになっている。 
 内  容：２回目の開催。太田駅南口中心商店街の飲食店１８ 
      店舗を会場に、市内外から１，０００人以上が参加 
      した。ネイルケアやヘアメークのブースも登場。飲 
      食店を徒歩にて２店舗まわり、指定されたテーブル 
      で合計６名の異性と出会えるようにした。 
 

  

  


